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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
政
治
資
金
規
正
法
改
正
に
向
け
た
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
の
見
解
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に

対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
二
年
三
月
五
日
内
閣
衆
質
一
七
四
第
一
六
一
号
）
に
つ
い
て
は
、
総
務
大
臣
、
総
務
副
大
臣
及

び
総
務
大
臣
政
務
官
（
以
下
「
政
務
三
役
」
と
い
う
。
）
が
作
成
す
る
際
に
参
考
と
な
る
よ
う
、
必
要
な
情
報
を
関
係
す
る

部
局
か
ら
提
出
さ
せ
た
上
で
、
政
務
三
役
が
そ
れ
ら
を
含
む
種
々
の
情
報
を
基
に
作
成
し
、
最
終
的
に
総
務
大
臣
の
責
任
に

お
い
て
閣
議
に
か
け
、
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
政
治
資
金
に
対
す
る
国
民
の
理
解
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
一
概
に
お
答
え

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
二
条
は
、
同
法
の
基
本
理
念

を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
、
同
条
第
一
項
に
お
い
て
、
同
法
は
、
政
治
資
金
が
民
主
政
治
の
健
全
な
発
達
を
希
求
し
て
拠
出
さ

れ
る
国
民
の
浄
財
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
そ
の
収
支
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
旨
と
し
、
こ
れ
に
対
す
る
判
断

は
国
民
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

一



四
に
つ
い
て

一
般
に
、
内
閣
総
理
大
臣
が
、
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
で
は
な
く
政
党
の
代
表
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
述
べ
た
見
解
に
つ

い
て
は
、
内
閣
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
は
、
国
会
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七

十
九
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
内
閣
と
し
て
お
答
え
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

鳩
山
内
閣
と
し
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
三
日
内
閣
衆
質
一
七
四
第
一
一
六
号
）
一
か
ら
三
ま
で

に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
政
治
資
金
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の
政
治
活
動
の
自

由
と
密
接
に
関
連
す
る
事
柄
で
あ
り
、
各
党
各
会
派
に
お
い
て
御
議
論
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 二


